
 

＜別紙＞ 情報提供様式  

①事例名 

通信（職員向け）による意識付け 

②学校名 

高島市立青柳小学校                      連絡先0740-32-0039 

③取組分野（複数選択可） 

☑勤務時間の意識づけに関する取組 

④直面していた課題（取組前の様子） 

・令和６年度１学期末現在で、前年度比較で 6％増（一人あたり 0.8ｈ増）であった。 

・令和６年７月現在、半数の職員が超過勤務時間を月４５時間以上としていた。 

・教職員の在校等時間の削減に対する意識が低い。 

⑤在校等時間の縮減に向けた具体の取組内容 ⑥参考となる写真や資料を添付 

 

・１学期末の職員打ち合わせで１学期間の超過勤務時間の実

態を全職員に周知し、夏季休業中の積極的な年休取得と、

１日当たりの勤務時間 0.5～1 時間を目安とした業務改善

について指導した。 

・通信（職員向け）で、働き方改善や働きがいの考え方、チェ

ック項目を掲載し、意識づけを行った。 

・教職員アンケート（学校評価）で働き方に関する項目を設

定し、結果を共有した。 

・次年度構想会議の共通理解として、令和６年４月～１２月ま

での超過勤務時間の結果と、国や文部科学省の情報を共

有した。 
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・次年度構想会議の資料 

⑦取組の成果 

  

・教職員への働き方改善について、実態や考え方を周知し

て以降（令和６年８月より）、次のような改善が見られた。 

≪超過勤務時間の平均（月あたり）≫ 

  令和５年度 １学期（42.6ｈ）  ２学期（41.5ｈ） 

  令和６年度 １学期（45.2ｈ）  ２学期（39.0ｈ） 

≪超過勤務４５時間以上の人数（月あたり）≫ 

令和５年度 １学期（6.5人）  ２学期（4.75人） 

  令和６年度 １学期（6.25 人） ２学期（4.25人） 

 
 その他、超過勤務を削減する（意識的に早く退勤する）意
識が見られる。 
 
 
 


